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会    議    録 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 教育総務課 

会議名 

(審議会等名) 
嬉野市立図書館協議会 

開催日時 令和７年２月２０日（木）午後１時３０分～午後２時４０分 

開催場所 嬉野市文化センター２階 談話室 

傍聴の可否 可 ・ 不可 ・一部不可 傍聴者数 ０人  

傍聴不可・一部不可

の場合はその理由 
 

出 席 者 

委 員 
小柳政文委員長、橋本澄子委員、富永慧眞委員、坂本紀美子

委員、高島郁子委員、大串鈴子委員、廣川章子委員 

事務局 
教育長、教育総務課課長、教育総務課副課長、 

教育総務課職員 

その他  

会議の議題 別紙のとおり 

配布資料 令和６年度第２回嬉野市立図書館協議会資料 

審議等の内容 別紙のとおり 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 教育総務課 

議 題 令和６年度嬉野市立図書館事業報告について 

内 容 事務局より令和６年度の事業報告について説明を行った。 

審議経過 

委員 

 

 

事務局 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

令和６年度嬉野市読書活動推進月間の取り組について伺います。 

これまでいろいろなことに取り組まれているが、今年度の取り組み

は強化されていると感じました。強化された理由はありますか。 

司書並びに職員全員にアンケートをとり、その中で実現可能なもの

をピックアップしそれぞれに担当者を決めてイベントを開催しまし

た。 

素晴らしいなと思います。参加者も増えまた図書館に興味を持つ大

人や子どもが増えると思います。 

おはなしひろば（おはなし会）をしていますが、参加者が少なく０

人や１人の時もあり、どうしたらよいのか悩む時があります。 

子どもたちは保護者同伴でないと図書館に来ることが難しい。そう

考えると学校の意義が大きく学校が頼りになります。学校で朝の時

間に読書をする、友達同士で図書室へ本を借りに行く、また保護者

が子どもに図書館へ行こうと言わない限り図書館には足を運ばない

と思います。図書館は幼少期から気軽に来て欲しい場所です。 

私もここ何年も悩んでいます。しいのみ読書会（大人の読書会）は

年齢が８０前後の方ばかりで高齢ということもありいつまで来てい

ただけるのか不安に思います。 

コロナの影響でおはなしどんどん（おはなし会）の参加者がかなり

減りました。最近は少しずつ参加者も増えてきています。春の読書

まつりも再開し、また少しでもおはなし会に関心を持っていただく

ため小学校へのアピールも行っています。そして、おはなしどんど

んに来ていただいた方の中（小学生や会員のお孫さんも）でボラン

ティアとして読み語りをしていただきました。そのようにボランテ

ィア・読み語りという形（参加型）でしていきたいと思っています。 

教育長に伺います。誰かと一緒に取り組む、人のために何かすると

いう育ちがなかなかできていないと思います。共働きで忙しい家庭
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事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

が多いこともあり、子どもたちを図書館に連れてくることも日課に

しないとなかなか来館には繋がらない。人づくりや町づくりを行う

上では一緒に取り組む楽しさを味わってもらいたです。人と関わり

あうことも子供たちにはたくさん経験して欲しいです。 

教科書もデジタル化に移行しつつあります。危惧しているのは子ど

もたちの文字を読み取る力が果たしてどうなのか。 

教科書がデジタル化に移行する中で残しておきたいことは図書館で

本を手に取り読むことです。それは子どもの時からの積み重ねが大

いに必要だと思います。「嬉野市文化の香り高い読書のまち活動推進

条例」に基づき読書活動推進月間は予算は１０万円で運用していま

す（条例ができた当初から）。 佐賀県公共図書館協議会では他の図

書館は市民の方にアンケートを取っているとのことでした。嬉野市

でも市民に対してアンケートをとり要望に対して予算立てしていか

なければならない時期にきているのではないかと思います。 

また、子どもたちの文字離れが進む中で読書活動でぜひ続けたい思

うことは新聞活用です。 

嬉野市の小・中学校では新聞活用に力を入れ取り組んでいます（２

年目）。毎年県で募集があり学校ごとに巡回しています。デジタル学

習が進む中やはり子どもたちの読書離れ、文字離れを防いでいきた

いと思います。 

アンケートについては来年度の取り組みとして検討したいと思いま

す。内容としてはイベントについてのアンケート、図書館利用につ

いてのアンケートとそれぞれ利用者の意見をとりたいと思います。 

アンケート内容の提案です。塩田小学校、嬉野小学校で長く読み聞

かせ活動をしてきました。読み聞かせをしてきた子どもたちが今大

人になって当時、読んでもらった本に出合っています。そのような

幼いころの記憶が残っている、思い出してもらうような活動、次世

代に繋げるような活動等のアンケートを取っていただけたらと思い

ます。 

社会福祉協議会の出張おはなし会の内容を教えていただきたいで

す。また、図書館は出張という形（能動的）で活動していくことも

今後は求められていくのではないか思います。 

内容は、絵本の読み聞かせ、紙芝居、歌あそびです。今回は読書活

動推進月間に合わせて初めて取り組みました。 

１つ提案です。図書館まつりを年２回行っています。不動山のカワ

ハラさんが来てくださり、秋の図書館まつりの期間に昼休み１５分

程度を利用して読み聞かせをしていただきました。部屋いっぱいに

子どもたちが集まり喜んでいました。もしよかったら、図書館まつ

りの際に出張して来ていただいたら子どもたちも喜ぶと思います。 
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事務局 学校との連携については後日、ご相談させていただきます。 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 教育総務課 

議 題 令和７年度嬉野市立図書館事業計画並びに行事計画について 

内 容 事務局より令和７年度の事業計画並びに行事計画について説明を行った。 

審議経過 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

ブックコネクト事業を来年度は正式に行っていきたいと思います。

今年の読書活動推進月間に行った事業です。今回は嬉野小学校・嬉

野中学校を対象に行いました。何かしらの理由で図書室や図書館に

行くことができない子どもに司書が選書した本を貸し出すという内

容です。結果、小学校で２名の利用があり保護者の方からもまた機

会があれば利用したい、とお声がありました。来年度は対象学校を

広げていきたいと思います。事前に校長会の方で話をさせてただき、

承認を得てから実際に取り組んでいきたいと考えています。できる

だけ多くの子どもに本を見ていただく機会を増やしていきたいと思

います。 

行事計画についてです。塩田図書館のイベントで令和６年度までは

土曜日を中心に開催していましたが、なかなか参加者が集まらない

ことから来年度は日曜日を中心に開催する計画を考えています。 

 

その他 
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審 議 等 の 内 容 

(嬉野市審議会等の公開に関する要綱第９条関係) 

 

所管課 教育総務課 

議 題 表彰について 

内 容 事務局より表彰について説明を行った。 

審議経過 

事務局 

 

 

 

 

４月２３日に塩田図書館及び吉田小学校が文部科学大臣賞を受賞。

市報の６月号に掲載しています。また、１１月３日にボランティア

グループおはなしどんどんさんが佐賀県教育委員会表彰を受賞。市

報２月号に掲載しております。 

 

その他 

・事務局より嬉野市立図書館の臨時休館について説明を行った。 

 今年度は図書館の臨時休館の回数が多かった。原因としては大雨や台風等によ

る天災、新庁舎建設に伴う停電工事等のため。 

 

 


